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(57)【要約】
【課題】複数の異なる入力画像信号にたいして、フレー
ムメモリや複雑な同期化回路を必要とせずに、複数の画
面表示を可能にする
【解決手段】複数本配列された走査線に走査線駆動信号
を送るゲートドライバ１４１、１４２と、その走査線に
交差するように複数本配列された信号線に映像信号を送
るソースドライバ１３１、１３２とによってスイッチン
グ素子を駆動させ画像信号を液晶パネル１５０に表示す
る画像表示装置において、液晶パネル１５０は、複数の
表示領域に分割されている。走査線と信号線とは、表示
領域各々に対して、独立して配されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数本配列された走査線に走査線駆動信号を送る走査線駆動回路と、その走査線に交差
するように複数本配列された信号線に映像信号を送る信号線駆動回路とによってスイッチ
ング素子を駆動させ画像信号を表示部に表示する画像表示装置において、
　複数の表示領域に分割された表示部と、
　前記表示領域各々に対して、独立して配された走査線と信号線と
　を具備することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記表示領域毎に配された走査線駆動回路および信号線駆動回路を具備することを特徴
とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示領域には、主表示領域と副表示領域とがあり、
　入力された画像信号のうち、主映像に指定された画像信号を前記主表示領域に配された
走査線駆動回路および信号線駆動回路に出力し、副映像に指定された画像信号を前記副表
示領域に配された走査線駆動回路および信号線駆動回路に出力する信号選択部を具備する
こと
　を特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　複数の画像信号の入力を受け付け、該画像信号各々を独立して画像処理する画像処理部
と、
　前記画像処理された画像信号を、該信号の画像を表示する表示領域に配された走査線駆
動回路と信号線駆動回路とに出力する駆動回路制御手段と
を具備することを特徴とする請求項２から請求項３のいずれかの項に記載の画像表示装置
。
【請求項５】
　前記画像処理部は、前記受け付けた画像信号の画像を表示する前記表示領域の大きさお
よび形状に合わせて拡大縮小処理することを特徴とする請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　複数の画像信号の入力を受け付け、該複数の画像信号にたいしてフレームメモリを用い
ることなく、該複数の画像信号の画像を同時に前記表示部に表示することを特徴とする請
求項１に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、特にアクティブマトリクス駆動型の液晶パネルを用いた画像
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、アクティブマトリクス駆動型の液晶表示装置の構成を概略的に示すブロック図
である。図１に示すように、液晶表示装置は、画像処理部１と、駆動ＩＣ制御手段（タイ
ミングコントローラー）２と、ゲートドライバ３と、ソースドライバ４と、液晶パネル５
とを備えている。アクティブマトリクス駆動型の液晶表示装置は、行方向に複数個配列さ
れた走査線に走査線選択信号を送るゲートドライバ３と、その走査線に交差するように列
方向に複数個配列された信号線に映像信号を送るソースドライバ４とによって、走査線と
信号線との各交点に配されたスイッチング素子（ＴＦＴ）を駆動させ映像信号を供給する
。このスイッチング素子が一つの画素ＰＤを構成し、このスイッチング素子をマトリクス
状に縦横に多数配置することにより画面表示を行っている。
【０００３】
　まず、従来の技術として、液晶表示装置を構成するものの一部である画像処理部１の一
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般的な動作について説明する。
　画像処理部１は、外部から接続された画像信号発生装置からクロック信号ＣＬＫ、映像
信号ＤＡＴＡ、同期信号（水平同期信号ＨＳ、垂直同期信号ＶＳ、及びデータイネーブル
信号ＤＥなど）を受信し、マイコンにより制御されたアナログ、デジタルインターフェー
スＩＣにより入力の切り替え選択、及び入力信号のデータフォーマット変換を行う。その
後、画像処理ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit：特殊用途向け集積
回路）によって解像度変換、色変換、ガンマ変換、輪郭強調補正などの各種画像処理を行
う。画像処理ＡＳＩＣでの画像処理の他に、フレームメモリによるフレームレート変換を
行うことによって、多種多様な周波数、タイミングを持った外部入力信号に対応すること
ができ、液晶パネルを駆動させるための上記駆動ＩＣ制御手段２の周波数、及びタイミン
グに合わせて出力することが可能である。
【０００４】
　駆動ＩＣ制御手段２では、上記画像処理部１から入力される同期信号に基づいて、垂直
スタートパルスＳＴＶ、水平スタートパルスＳＴＨ、ゲートドライバシフトクロックＣＬ
ＫＶ、ソースドライバシフトクロックＣＬＫＨ、ラッチパルスＬＰ、出力制御信号ＯＥ、
及び映像信号極性反転信号ＰＯＬを生成する。また、映像信号ＤＡＴＡにたいしては、ソ
ースドライバ４に対応したフォーマットの信号に変換し、遅延回路によって同期信号の遅
延量とあわせた所定の時間だけ遅延して出力を行う。
【０００５】
　ゲートドライバ３は、駆動ＩＣ制御手段２から入力されるゲートドライバシフトクロッ
クＣＬＫＶ、垂直スタートパルスＳＴＶ、及び出力制御信号ＯＥに応じて動作し、１～ｎ
のシフトレジスタによって走査線駆動信号ＧＬ１～ＧＬｎを液晶パネル５に供給し、各走
査線を順次駆動させる。具体的には、出力制御信号ＯＥがＬレベルのとき、及び垂直スタ
ートパルスＳＴＶがＨレベルの時にゲートドライバシフトクロックＣＬＫＶが立ち上がる
と、シフトレジスタによって走査線駆動信号ＧＬ１～ＧＬｎを順次Ｈレベルに駆動させ走
査を開始する。
【０００６】
　ソースドライバ４は、駆動ＩＣ制御手段２から入力されるソースドライバシフトクロッ
クＣＬＫＨ、ラッチパルスＬＰ、水平スタートパルスＳＴＨ、及び映像信号極性反転信号
ＰＯＬに応じて動作し、映像信号ＤＡＴＡから得られる信号電圧Ｖｏｕｔを液晶パネル５
の各信号線ＳＬ１～ＳＬｎに分配して、そのときに前記ゲートドライバ３によって選択さ
れている行の液晶画素ＰＤに対して信号電圧Ｖｏｕｔを印加する。具体的には、ラッチパ
ルスＬＰの立ち上がりエッジでデータレジスタの内容をラッチ回路へ転送し、立ち下りエ
ッジで映像信号ＤＡＴＡの信号電圧Ｖｏｕｔを液晶画素ＰＤへ供給する。その際、液晶画
素へ印加される信号電圧Ｖｏｕｔの極性が映像信号極性反転信号ＰＯＬによって制御され
、交流駆動が実現されている。
【０００７】
　ゲートドライバ３、及びソースドライバ４は、それぞれ、ある特定の数の出力信号線を
もっており、特に、高い解像度を持った画像表示装置においては、ゲートドライバ、及び
ソースドライバを、複数個配列させることによって対応している。例えば、上記ゲートド
ライバの走査線駆動信号ＧＬ１～ＧＬｎにより駆動される走査線のライン数がｎ本とし、
液晶パネル５の表示領域全体でのトータル垂直ライン数が４ｎだった場合、ゲートドライ
バを４つ使用し順次上から駆動させることで対応できるということになる。
【０００８】
　具体的な動作としては、まず駆動ＩＣ制御手段２から１つ目のゲートドライバに入力さ
れた垂直スタートパルスＳＴＶによって走査線駆動信号ＧＬ１～ＧＬｎの駆動を開始する
。１からｎまでのシフトレジスタにより走査線の駆動が終了するとゲートドライバは駆動
の終了を示す垂直スタートパルスＳＴＶＬを出力し、次のゲートドライバに垂直スタート
パルスＳＴＶとして供給する。垂直スタートパルスＳＴＶを受け取った次のゲートドライ
バは順次走査線駆動信号ＧＬ１～ＧＬｎの駆動を開始し、さらに次に接続されたゲートド
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ライバに垂直スタートパルスＳＴＶＬを供給する。ソースドライバに関しても水平スター
トパルスＳＴＨを使用することによって同様の制御が行われる。
【０００９】
　次に、複数個の画像信号入力端子を持つ画像表示装置において、複数ある信号入力の中
から表示させたい主画面を選択し表示させるときの制御方法について説明する。複数台の
画像信号発生装置からの信号が画像表示装置に入力されたとき、上記の画像処理部１にお
いて入力信号の切り替えを行い、選択された主画面表示信号を上記駆動ＩＣ制御手段２に
送り、画像を映し出すことが可能である。
　実使用動作の例としては、例えば図２のように、画像信号発生装置ＰＣ１と画像信号発
生装置ＰＣ２の２つを接続した画像表示装置ＴＦＴ（Thin Film Transistor）－ＬＣＤ（
Liquid Crystal Display）モニタにおいて、ＰＣ１とＰＣ２の画面を交互に切り替えて表
示することができる。
【００１０】
　また、画像表示装置上の１画面に２つの画像信号を同時表示させるためには、ピクチャ
ーインピクチャー（ＰＩＰ）、ピクチャーバイピクチャー（ＰＢＰ）（例えば、特許文献
１）、またはピクチャーアウトピクチャ（ＰＯＰ）といった手法が提案されている。
　この場合も、上記画像処理部１のＡＳＩＣによって画像処理が施され、フレームメモリ
を使用して映像を記録させ２つの入力信号を同期化し重ね合わせることで対応している。
　また、特許文献１には、同期している２つの画像信号をピクチャーバイピクチャーで、
同時表示させる表示装置が記載されている。
【特許文献１】特開平１０－１８７１０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、２つの異なる画像信号を同時に１画面に表示させるには、フレームメモ
リにてフレーム単位で映像を保持し、異なる周波数、およびタイミング信号の同期化処理
を行った後、出力するＴＦＴ－ＬＣＤのパネルタイミングに合わせる等といった複雑な回
路が必要であり、２つの入力までにしか対応できていないのが現状である。
　さらに、フレームメモリが必要であるため回路規模が増え、さらにピクチャーインピク
チャーなどに対応した高価なＡＳＩＣが必要となるためコストの上昇を招くという問題が
ある。特に、解像度が高くなるにつれて大容量のフレームメモリが必要となるため、その
影響は大きい。
　また、フレーム単位で映像を保持し、複数画面の同期化処理を行う分、画像を表示する
までの時間に遅延が発生してしまう。例えば医療用カメラやゲームモニタのようにリアル
タイムに画像の評価を行う場面では、この表示遅延は致命的な問題となる場合がある。
　また、周波数、およびタイミング信号のズレにより画像の縦ズレ、横ズレ、チラツキノ
イズが発生するなどという問題がある。
【００１２】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、その目的は、複数の異なる入力画像
信号にたいして、フレームメモリや複雑な同期化回路を必要とせずに、複数の画面表示を
可能にする制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の画像表示装置は、
複数本配列された走査線に走査線駆動信号を送る走査線駆動回路と、その走査線に交差す
るように複数本配列された信号線に映像信号を送る信号線駆動回路とによってスイッチン
グ素子を駆動させ画像信号を表示部に表示する画像表示装置において、複数の表示領域に
分割された表示部と、前記表示領域各々に対して、独立して配された走査線と信号線とを
具備することを特徴とする。
【００１４】
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　また、本発明の画像表示装置は、上述の画像表示装置であって、前記表示領域毎に配さ
れた走査線駆動回路および信号線駆動回路を具備することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の画像表示装置は、上述の画像表示装置であって、前記表示領域には、主
表示領域と副表示領域とがあり、入力された画像信号のうち、主映像に指定された画像信
号を前記主表示領域に配された走査線駆動回路および信号線駆動回路に出力し、副映像に
指定された画像信号を前記副表示領域に配された走査線駆動回路および信号線駆動回路に
出力する信号選択部を具備することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の画像表示装置は、上述のいずれかの画像表示装置であって、複数の画像
信号の入力を受け付け、該画像信号各々を独立して画像処理する画像処理部と、前記画像
処理された画像信号を、該信号の画像を表示する表示領域に配された走査線駆動回路と信
号線駆動回路とに出力する駆動回路制御手段とを具備することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の画像表示装置は、上述の画像表示装置であって、前記画像処理部は、前
記受け付けた画像信号の画像を表示する前記表示領域の大きさおよび形状に合わせて拡大
縮小処理することを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の画像表示装置は、上述の画像表示装置であって、複数の画像信号の入力
を受け付け、該複数の画像信号にたいしてフレームメモリを用いることなく、該複数の画
像信号の画像を同時に前記表示部に表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、複数の異なる周波数、及び異なるタイミングの入力画像信号にたい
して、液晶表示素子の駆動回路を独立に制御し、走査線及び信号線を分断して使用するこ
とにより、複数の画像信号を同時に１画面に表示させることができる。
　異なる周波数、およびタイミング信号の同期化処理を行うためのフレームメモリも必要
とせず、ピクチャーインピクチャー等といった複雑な回路も必要としないため安価に実現
が可能である。フレームメモリを使用しないため、フレーム単位での表示遅延を無くすこ
とができ、リアルタイムな画像表示が可能となる。
　そのうえ、複数の画像信号を独立に駆動させるため、各画像信号にたいして独立した画
像処理を行うことができ、さらには、周波数、およびタイミング信号のズレによる画像の
縦ズレ、横ズレ、ちらつきノイズなどの問題もない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、アクティブマトリクス駆動方式型の液晶表示を例にとり、本発明における画像表
示装置及びその削御方法の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００２１】
［第１の実施形態］
　図３は、本発明の第１の実施形態における画像処理部１１０の内部処理を概略的に示し
たブロック図である。
【００２２】
　本発明の第１の実施形態においては、画像処理部１１０は、パーソナルコンピュータ、
ＤＶＤプレイヤーなどの画像信号発生装置１６０－１～１６０－Ｎから複数の画像信号が
入力され、画像信号入力手段１１１によって表示したい複数の画像信号を選択し、それぞ
れ並列して解像度変換、色変換、ガンマ変換、輪郭強調補正などの各種画像処理手段１１
２－１～１１２－Ｎを持たせ、独立した画像処理を行うことを可能とする。その後、複数
個の出力端子を持たせた画像信号出力手段１１３によって、複数の画像信号を液晶パネル
（表示部）１５０側の駆動ＩＣ制御手段（駆動回路制御手段）１２０に送ることができる
。画像信号を受け取った液晶パネル１５０側の駆動ＩＣ制御手段１２０によって、それぞ
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れの画像信号にたいしてのタイミング信号を生成し、ソースドライバ（信号線駆動回路）
１３１、１３２、及びゲートドライバ（走査線駆動回路）１４１、１４２を独立に駆動さ
せ、複数の画像信号による画像を同時に液晶パネル１５０に表示させる。
【００２３】
　例えば、２つの画像信号を入力し、画像表示装置にたいして左右２画面の同時表示を行
いたい場合、図４のようにソースドライバ１３１、１３２を画面の左右ずつに分けて使用
し、ゲートドライバ１４１、１４２を左右独立に配置して使用する。このとき、ゲートド
ライバ１４１、１４２にて走査される液晶パネル１５０の走査線ＧＬは、本来画面表示す
る解像度の水平方向にたいして半分で分断されており、左右に配置されたゲートドライバ
１４１、１４２によって画面の左右が独立に動作するものとする。すなわち、液晶パネル
１５０は、左側領域と右側領域とに分割されており、これらの領域各々に対して、独立し
た走査線と信号線とが配されている。駆動ＩＣ制御手段１２０は、画像信号Ｇ１にたいす
るタイミング信号、及びデータをゲートドライバ１４１、及びソースドライバ１３１に送
り、画像信号Ｇ２にたいするタイミング信号、及びデータをゲートドライバ１４２、及び
ソースドライバ１３２に送る。
【００２４】
　ゲートドライバ１４１は、画像信号Ｇ１にたいするタイミング信号に従って、走査線駆
動信号を駆動する。ソースドライバ１３１は、画像信号Ｇ１にたいするタイミング信号お
よびデータに従って、信号線に信号電圧を分配する。また、ゲートドライバ１４２は、画
像信号Ｇ２にたいするタイミング信号に従って、走査線駆動信号を駆動する。ソースドラ
イバ１３２は、画像信号Ｇ２にたいするタイミング信号およびデータに従って、信号線に
信号電圧を分配する。これにより、画像信号Ｇ１と画像信号Ｇ２との信号を同期させるこ
となく、左右独立に表示することができる。
　ここで、タイミング信号とは、垂直スタートパルス、水平スタートパルス、ソースドラ
イバシフトクロック、ゲートドライバシフトクロック、ラッチパルス、映像信号極性反転
信号を指す。
【００２５】
　また、上記のように水平走査線を左右２つに分断した場合においても、駆動ＩＣ制御手
段１２０によって、ゲートドライバ１４１及びソースドライバ１３１のタイミング制御と
表示データの切り替え選択を行うことによって、主画面表示と副画面表示の切り替えを行
うことが可能となる。例えば、上記のように水平に２画面に分けた場合、ゲートドライバ
１４１とソースドライバ１３１によって制御される画面左側領域のタイミング信号を垂直
スタートパルスＳＴＶＬ、水平スタートパルスＳＴＨＬ、ソースドライバシフトクロック
ＣＬＫＬ、データをＤＡＴＡＬとし、ゲートドライバ１４２とソースドライバ１３２によ
って制御される画面右側領域のタイミングを垂直スタートパルスＳＴＶＲ、水平スタート
パルスＳＴＨＲ、ソースドライバシフトクロックＣＬＫＲ、データをＤＡＴＡＲとし、入
力された画像信号Ｇ１のタイミングを垂直スタートパルスＳＴＶ１、水平スタートパルス
ＳＴＨ１、ソースドライバシフトクロックＣＬＫ１、データをＤＡＴＡ１、画像信号Ｇ２
のタイミングを垂直スタートパルスＳＴＶ２、水平スタートパルスＳＴＨ２、ソースドラ
イバシフトクロックＣＬＫ２、データをＤＡＴＡ２とする。このとき、画像信号Ｇ１に基
づく画像を液晶パネル１５０の画面左側領域に、画像信号Ｇ２に基づく画像を液晶パネル
１５０の画面右側領域に表示したい時は、駆動ＩＣ制御手段１２０は、画面左側領域につ
いてはＳＴＶＬにＳＴＶ１、ＳＴＨＬにＳＴＨ１、ＣＬＫＬにＣＬＫ１、ＤＡＴＡＬにＤ
ＡＴＡ１を入力し、画面右側領域についてはＳＴＶＲにＳＴＶ２、ＳＴＨＲにＳＴＨ２、
ＣＬＫＲにＣＬＫ２、ＤＡＴＡＲにＤＡＴＡ２を入力すればよい。
【００２６】
　この時、画像信号Ｇ１、及び画像信号Ｇ２の解像度は、画像処理部１１０の画像信号処
理手段１１２－１～１１２－Ｎのうち、画像信号Ｇ１、Ｇ２を入力された手段がそれぞれ
の画像信号に対して行なった解像度変換によって、本来画面全体に表示する際の解像度に
対して水平方向が半分に変換される。これにより、水平スタートパルスＳＴＨ１，ＳＴＨ
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２の周期については、本来画面全体に表示する際の半分に変換される。
【００２７】
　また、画像処理部１１０か、もしくは駆動ＩＣ制御手段１２０において入力の画像信号
Ｇ１と画像信号Ｇ２を入れ替えることによって、容易に左右の画面を切り替えて表示する
ことも可能である。
　さらに、例えば画像信号Ｇ１を全画面に表示させたい時は、上記垂直スタートパルスＳ
ＴＶ１を、ＳＴＶＬとＳＴＶＲに入力し、水平スタートパルスＳＴＨ１をＳＴＨＬに入力
し、ソースドライバ１３１の信号線の駆動が終了すると水平スタートパルスをＳＴＨＲに
入力する。さらに、ソースドライバシフトクロックＣＬＫ１をＣＬＫＬとＣＬＫＲとに入
力し、ＤＡＴＡ１信号をＤＡＴＡＬとＤＡＴＡＲとに入力し、従来と同様の制御方法にて
対応が可能である。
　なお、本駆動ＩＣ制御手段１２０の形態としては、従来のような１種類の画像信号に対
応したＡＳＩＣを複数個使用するか、もしくは複数の画像信号を切り替え選択できるよう
にして１つに集約したＡＳＩＣを新たに使用してもよい。
【００２８】
　なお、上記例において、水平走査線の分断する位置は真ん中とは限らず、その他の新た
な位置にて画面の分断表示を行いたい場合は、ソースドライバ１３１、１３２の出力信号
数ｎの倍数の分割数にて走査線を分断することで対応することができる。
【００２９】
　以上のように、第１の実施形態によれば、水平走査線を分断しゲートドライバを独立に
配置し、ソースドライバを左右個別に制御することによって、複雑な同期化回路等を必要
とせずに異なる２種類の画像信号を左右に同時表示を行うことができる。また、画像処理
部にて並列して各種画像処理を行うため、個々の画像信号にたいして独立した画像処理を
行うことが可能となる。
【００３０】
［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態における液晶表示装置では、画面の水平方向の走査線にたいして分
断し画面を左右に分けたが、図５のように、垂直方向の信号線を分断しゲートドライバ２
４１、２４２を上下に分けることも可能である。すなわち、液晶パネル２５０を、上下２
つの表示領域に分割し、これらの表示領域各々に対して、独立した走査線と信号線とが配
される。
【００３１】
　第２の実施形態における垂直方向の信号線は、本来画面表示する解像度の垂直方向にた
いして半分で分断されており、ソースドライバ２３１、２３２は上下に独立に配置され、
水平方向の走査線の片側に配置されたゲートドライバ２４１とゲートドライバ２４２とに
よって画面の上下の表示領域が独立に動作する。画像信号Ｇ１にたいするタイミング信号
、及びデータはゲートドライバ２４１、及びソースドライバ２３１に送られ、画像信号Ｇ
２にたいするタイミング信号、及びデータはゲートドライバ２４２、及びソースドライバ
２３２に送られ、画像信号Ｇ１と画像信号Ｇ２を上下独立に表示することができる。
【００３２】
　また、上記のように垂直方向の信号線を上下２つに分断した場合においても、駆動ＩＣ
制御手段２２０によって、ゲートドライバ２４１、２４２及びソースドライバ２３１、２
３２のタイミング制御と表示データの切り替え選択を行うことによって、主画面表示と副
画面表示の切り替えを行うことが可能となる。例えば、上記のように上下に２画面に分け
た場合、ゲートドライバ２４１とソースドライバ２３１によって制御される画面上側領域
のタイミング信号をＳＴＶＵ、ＳＴＨＵ、ＣＬＫＵ、データをＤＡＴＡＵとし、ゲートド
ライバ２４２とソースドライバ２３２によって制御される画面下側領域のタイミングをＳ
ＴＶＤ、ＳＴＨＤ、ＣＬＫＤ、データをＤＡＴＡＤとし、入力された画像信号Ｇ１のタイ
ミングをＳＴＶ１、ＳＴＨ１、ＣＬＫ１、データをＤＡＴＡ１、画像信号Ｇ２のタイミン
グをＳＴＶ２、ＳＴＨ２、ＣＬＫ２、データをＤＡＴＡ２とおいた場合、画像信号Ｇ１の
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信号を画面上側領域、画像信号Ｇ２の信号を画面下側領域に表示したい時は、ＳＴＶＵに
ＳＴＶ１、ＳＴＨＵにＳＴＨ１、ＣＬＫＵにＣＬＫ１、ＤＡＴＡＵにＤＡＴＡ１を入力し
、下側へは、ＳＴＶＤにＳＴＶ２、ＳＴＨＤにＳＴＨ２、ＣＬＫＤにＣＬＫ２、ＤＡＴＡ
ＤにＤＡＴＡ２を入力すればよい。この時、画像信号Ｇ１、及び画像信号Ｇ２の解像度は
、画像処理部２１０の解像度変換によって、本来画面全体に表示する際の解像度に対して
垂直方向が半分に変換されている。これにより、垂直スタートパルスＳＴＶ１，ＳＴＶ２
の周期については、本来画面全体に表示する際の半分に変換される。
【００３３】
　また、画像処理部２１０か、もしくは駆動ＩＣ制御手段２２０において入力の画像信号
Ｇ１と画像信号Ｇ２を入れ替えることによって、容易に上下の表示を切り替えて表示する
ことも可能である。
　さらに、例えば画像信号Ｇ１を全画面に表示させたい時は、上記ＳＴＶ１、ＳＴＨ１、
ＣＬＫ１、ＤＡＴＡ１の信号をＳＴＶＵ、ＳＴＨＵ、ＣＬＫＵ、ＤＡＴＡＵとＳＴＶＤ、
ＳＴＨＤ、ＣＬＫＤ、ＤＡＴＡＤに入力し、従来動作と同じ制御方法にて対応が可能であ
る。本駆動ＩＣ制御手段の形態としては、従来のような１種類の画像信号に対応したＡＳ
ＩＣを複数個使用するか、もしくは複数の画像信号を切り替え選択できるようにして１つ
に集約したＡＳＩＣを新たに使用してもよい。
【００３４】
　なお、上記例において、垂直信号線の分断する位置は真ん中とは限らず、その他の新た
な位置にて画面の分断表示を行いたい場合は、ゲートドライバの出力信号数ｎの倍数の分
割数にて信号線を分断することで対応することができる。
　例えば、画面下に水平方向に流れるテロップ文字を表示させたいような場合に、テロッ
プの表示部分にたいして分割位置を持っていき、画像信号とテロップ信号の表示領域を上
下に分けることで非同期の信号を同時表示することが容易となる。
【００３５】
　以上のように、本第２の実施形態によれば、垂直方向の信号線を分断し、分断された信
号線各々に接続されたゲートドライバ２４１、２４２を個別に制御することによって、複
雑な同期化回路等を必要とせずに異なる２種類の画像信号を上下に同時表示を行うことが
できる。また、画像処理部２１０にて並列して各種画像処理を行うため、個々の画像信号
にたいして独立した画像処理を行うことが可能となる。
【００３６】
［第３の実施形態］
　上記第１の実施形態、及び第２の実施形態を組み合わせた場合について図６を用いて説
明する。第１の実施形態に示したように水平方向の走査線ＧＬを２つに分断し、さらに第
２の実施形態のように垂直方向の信号線ＳＬを２つに分断することによって、画面表示領
域を４つの表示領域に分けることができる。この４つの領域それぞれにたいして、個別に
ソースドライバ３３１～３３４、ゲートドライバ３４１～３４４が接続されるものとする
。
【００３７】
　例えば、画像信号Ｇ１にたいするタイミング信号、及びデータがゲートドライバ３４１
、及びソースドライバ３３１に送られ、画像信号Ｇ２にたいするタイミング信号、及びデ
ータがゲートドライバ３４２、及びソースドライバ３３２に送られ、さらに画像信号Ｇ３
にたいするタイミング信号、及びデータがゲートドライバ３４３、及びソースドライバ３
３３に送られ、画像信号Ｇ４にたいするタイミング信号、及びデータがゲートドライバ３
４４、及びソースドライバ３３４に送られることによって、画像信号Ｇ１～４を４つの表
示領域において同時に制御することができる。
【００３８】
　駆動ＩＣ制御手段３２０は上記４つの表示領域のゲートドライバ３４１～３４４、及び
ソースドライバ３３１～３３４に接続され、４種類のタイミング信号を生成する。本駆動
ＩＣ制御手段２２０を形成するタイミングコントローラーＩＣの形態としては、従来のよ
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を切り替え選択できるようにして１つに集約したＡＳＩＣを新たに使用してもよい。また
、画像処理部３１０か、または駆動ＩＣ制御手段３２０においてソースドライバ３３１～
３３４、及びゲートドライバ３４１～３４４のタイミング制御と表示データの切り替え選
択を行うことによって、主画面表示と複数画面表示の切り替えを行うことが可能となる。
【００３９】
　なお、上記例において、水平走査線および垂直信号線の分断する位置はそれぞれ真ん中
とは限らず、その他の新たな位置にて画面の分断表示を行いたい場合は、ゲートドライバ
、またはソースドライバのそれぞれの出力信号数の倍数の分割数の位置にて、走査線、ま
たは信号線を分断することで対応することができる。
【００４０】
　本発明によれば走査線と信号線の分断により４つの領域に分けることができるが、ゲー
トドライバ、及びソースドライバとの接続の仕方によって、さらに領域を増やすことは可
能である。例えば、上記ゲートドライバ３４１、及びソースドライバ３３１の領域をさら
に左右に２つに分断したい場合、走査線は分断せずにソースドライバ３３１を２つに分け
て使用すれば良い。しかしこの場合は、この領域に表示させる２つの画像信号の周波数、
タイミングが同期していることが前提となる。または、走査線を左の領域と右の領域の交
互に並べることによって、左右独立した制御を行うといった手法をとってもよい。
【００４１】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】従来のアクティブマトリクス駆動型の液晶表示装置の構成を概略的に示したブロ
ック図である。
【図２】従来の２つの画像信号発生装置を接続した画像表示装置の図である。
【図３】第１の実施形態における画像処理部１の内部処理を概略的に示したブロック図で
ある。
【図４】同実施形態におけるソース１３１、１３２独立制御の一例を示す図である。
【図５】第２の実施形態におけるゲートドライバ２４１、２４２独立制御の一例を示す図
である。
【図６】第３の実施形態におけるソースドライバ３３１～３３４、及びゲートドライバ３
４１～３４４独立制御の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１、１１０、２１０、３１０…画像処理部
　２、１２０、２２０、３２０…駆動ＩＣ制御手段
　３、１４１、１４２、２４１、２４２、３４１、３４２、３４３、３４４…ゲートドラ
イバ
　４、１３１、１３２、２３１、２３２、３３１、３３２、３３３、３３４…ソースドラ
イバ
　５、１５０、２５０、３５０…液晶パネル
　１１１…画像信号入力手段
　１１２－１～１１２－Ｎ…画像信号処理手段
　１１３…画像信号出力手段
　１６０－１～１６０－Ｎ…画像信号発生装置
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摘要(译)

要解决的问题：为了获得对应于多个不同输入图像信号的多个屏幕显示
而不需要帧存储器和复杂的同步电路。 ŽSOLUTION：用于通过栅极驱
动器141,142驱动开关元件在液晶面板上显示图像信号的图像显示装置，
用于将扫描线驱动信号发送到多个阵列扫描线和用于发送图像信号的源
极驱动器131,132。多条信号线排列成与各扫描线交叉，液晶面板150被
分成多个显示区域。扫描线和信号线分别独立地排列在每个显示区域
中。 Ž
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